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アバディーン・スタンダード・インベストメンツ株式会社
〒100－0004 東京都千代田区大手町１－９－２
大手町フィナンシャルシティ グランキューブ ９階

お問い合わせ窓口 03－4578－2251 
(受付時間は営業日の午前９時から午後５時までです。)

インターネット・ホームページ 
http://www.aberdeenstandard.com/japan 

受益者のみなさまへ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上
げます。 
アバディーン・スタンダード日本小型株
ファンドは、2019年９月10日に第20期の決
算を行いました。 
当ファンドは、わが国の小型株を主要投資
対象とし、実際に企業を訪問し、徹底した調
査・分析に基づき個別銘柄を選別する｢ボト
ム・アップ・アプローチ｣による運用を基本と
します。株式等の組入比率については原則と
してフル・インベストメントで積極的な運用
を基本とし、銘柄の選定にあたっては、企業
の成長性に着目し、かつ株価水準が割安と判
断される銘柄を中心に行い、信託財産の中長
期的な成長をめざした運用を基本とします。 
当期も方針に沿った運用を行いました。こ
こに運用経過等をご報告申し上げます。 
今後とも引続きお引立て賜りますようお願
い申し上げます。 
 
 

 

 
アバディーン・スタンダード
日本小型株ファンド 

 
追加型投信／国内／株式 

 
 

交付運用報告書 
第20期 

決算日：2019年９月10日

 
 

第20期末 
(2019年９月10日) 

基準価額 10,207円
純資産総額 3,748百万円

作成対象期間 
(2018年９月11日～2019年９月10日) 

騰落率 
(分配金(税引前)再投資後) △3.0％

分配金(税引前) ０円
(注) 騰落率は収益分配金(税引前)を分配時に再投資したものとみなし

て計算したものです。 
 

 

  

当ファンドは、投資信託約款において運用報告書
(全体版)に記載すべき事項を、電磁的方法により
ご提供する旨を定めております。 
本書記載事項以外の詳細な内容を記載した運用
報告書(全体版)は当社ホームページ(右記アドレ
ス)でご覧いただけます。 
書面での交付をご希望の場合には、販売会社を通
じて交付いたします。 
 
右記ホームページの上部にある｢ファンド一覧｣
から、ページの中ほどにある｢ファンド関連資料｣
を選択することによりファンド名が表示され、当
ファンドの運用報告書(全体版)を閲覧およびダ
ウンロードすることができます。 
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● 運用経過 
 
当期中の基準価額等の推移について 

フ ァ ン ド 
当ファンドは第20期の決算を迎え、基準価額は前期末の10,521円から当期末には10,207円、
値下がり額は314円、当期の騰落率は3.0％の下落となりました。 

参 考 指 数 
適した指標が存在していないためベンチマークは設けていませんが、参考指数としている
ジャスダック指数の騰落率は7.2％の下落となり、当ファンドの騰落率はこれを4.2％上回
りました。 

 

 

(注１) ベンチマーク(ファンドの運用を行うにあたって運用成果の評価基準又は目標基準とする指標)は設けていませんが、参考指数として
『ジャスダック指数』を記載しています。参考指数は投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数であり、期首の値をファンドの
基準価額と同一になるように指数化しています。 

(注２) 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税引前)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー
マンスを示すものです。 

(注３) 分配金を再投資するかどうかについてはファンドおよび販売会社の取り決め、もしくはお客様がご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、上記の推移がお客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

第 20 期 首 10,521円 

第 20 期 末 10,207円(既払分配金(税引前)０円)

騰  落  率 △3.0％(分配金(税引前)再投資ベース)

 

基準価額の主な変動要因 

上 昇 要 因 
旺盛な海外での需要に応える技術力ある銘柄への投資や、株式公開買い付けにおける売却な
どが基準価額の上昇要因になりました。 

下 落 要 因 
｢ボトムアップ・アプローチ｣による銘柄選定を行いましたが、円高の進行や米中貿易摩擦の
激化等により日本株式市場は全般に下落しました。 
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１万口当たりの費用明細 

項    目 

第20期 

(2018年９月11日～2019年９月10日) 項目の概要 

金額 比率 

平 均 基 準 価 額 10,216円 － 期中の平均基準価額です。 

(a)信 託 報 酬 188円 1.840％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

(委 託 会 社) (  94) (0.920) 委託した資金の運用の対価 

(販 売 会 社) (  83) (0.812) 情報提供、各種書類の送付、口座内でのファンドの管理お
よび事務手続き等の対価 

(受 託 会 社) (  11) (0.108) 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価 

(b)売 買 委 託 手 数 料 3 0.029 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に
支払う手数料 

(株      式) (   3) (0.029)  

合    計 191 1.869  

(注１) 費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
(注２) ｢比率｣欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
(注３) 項目毎に円未満は四捨五入で表示しています。 
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(参考情報) 

総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を除

く。)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(１口当たり)を乗じた数で除した総経費率(年率)は1.84％です。 
 
 

 
 

(注１) 費用は､１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
(注２) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
(注３) 各比率は、年率換算した値です。 
(注４) 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 

  

運用管理費用(販売会社) 

0.81％ 

運用管理費用(受託会社) 

0.11％ 

運用管理費用(投信会社)

0.92％ 

総経費率 

1.84  ％
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最近５年間の基準価額等の推移について 

 

(注１) ベンチマーク(ファンドの運用を行うにあたって運用成果の評価基準又は目標基準とする指標)は設けていませんが、参考指数として
『ジャスダック指数』を記載しています。参考指数は投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数であり、2014年９月10日の値を
ファンドの基準価額と同一になるように指数化しています。 

(注２) 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税引前)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー
マンスを示すものです。 

(注３) 分配金を再投資するかどうかについてはファンドおよび販売会社の取り決め、もしくはお客様がご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、上記の推移がお客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

最近５年間の年間騰落率 

決 算 日 2014年９月10日 2015年９月10日 2016年９月12日 2017年９月11日 2018年９月10日 2019年９月10日

分配落ち基準価額 (円) 6,901 8,050 7,696 9,659 10,521 10,207

期間分配金合計(税引前)(円) － 0 0 0 0 0

分配金再投資基準価額騰落率 － 16.6％ △ 4.4％ 25.5％ 8.9％ △ 3.0％

参 考 指 数 騰 落 率 － 1.6％ 4.6％ 37.7％ 5.5％ △ 7.2％

純 資 産 総 額(百万円) 5,493 6,267 5,555 5,430 4,257 3,748

 

投資環境について 

2018年９月は月末にかけて日経平均株価は８連騰を記録するなど年初来高値を更新しましたが、10月には前月

比で一時3,000円超下落、月末にかけてはやや反発したものの月間の下落幅は2,000円を上回り10年ぶりの大きさ

となりました。11月はわずかに反発しましたが、12月初に中国通信機器大手・ファーウェイの副総裁兼最高財務

責任者がカナダで逮捕されていたことが明らかになったことから米中間の緊張が高まるとの見方が強まり、世界

的に株式相場が大きく下落して、日経平均株価も月末にかけて一時2017年４月以来の１万9,000円割れを記録しま

した。 

2019年１月の株式相場は日経平均株価が２万円割れで始まったものの反発し、２月も続伸で21,000円台を固め、

３月も引き続き22,000円を伺う動きとなりました。３月はやや軟調ながら４月に入ると22,000円台を回復し、年
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初来高値を更新する展開となりましたが、５月の10連休明けから株式相場は下げ足を速め、５月末にかけて節目

の21,000円を下回りました。６月は主要20カ国・地域(Ｇ20)サミットで米中首脳会談開催の可能性が高まり、米中

貿易交渉に何らかの進展があることへの期待が好感されましたが、７月は緩和期待が強まる欧米中央銀行の金融

政策会議の成行きが注視され、神経質な展開となりました。８月は米国が対中国関税第４弾を公表し、今後の世

界的な貿易への悪影響から景気減速懸念が強まったこと、リスク回避姿勢の高まりから円高が進行したことを嫌

気し下落しましたが、９月中旬にかけては世界的な株価回復や円安を受けて日経平均株価も22,000円近辺まで回

復しています。 

 

ポートフォリオについて 

当ファンドでは、ボトムアップ・アプローチによる銘柄選択を行い、個別銘柄を積み上げてポートフォリオの

構築に努めました。当期における主要な取引において、2018年10月は、商品力・販売力等を背景に研究開発分野・

医療分野の消費財仕入・販売で高い市場占有率を有した卸銘柄を新たに組み入れ、国内・海外での更なる販売拡

大を期待しております。また、11月にはインターネット広告銘柄を、新規にポートフォリオへ組み入れました。

広告の媒体が既存メディアからますますインターネットメディアに移る傾向がみられる中、当該企業はウェブ化

への対応が遅れている中小企業や地方企業への展開に注力しており、ウェブ広告市場全体の伸びを上回る成長が

期待されます。 

2019年に入り、１月のポートフォリオ変更については、ＩＴソフトウェアに対する更なる投資拡大の追い風から、

継続的な業績拡大や利益成長が期待されるＩＴサービス銘柄と、店舗数拡大や商品ラインナップ拡充を通じた一層

の売上成長が見込まれる業界首位のドラッグストア銘柄を新規に組み入れました。一方で、２月は通信大手から

の株式公開買い付けを受け、株価が大きく上昇したオンライン証券銘柄を全売却しました。６月は、貸オフィス

の値上げ余地や株主還元策の改善から、今後株価の再評価が期待される不動産銘柄を新規に組入れ、７月はマー

ケティング支援会社の株式を全売却いたしました。 

 

参考指数との差異について 

当ファンドの騰落率は、参考指数としているジャス

ダック指数の騰落率を4.2％上回りました。当期におい

てファンドのパフォーマンスにプラスに寄与した銘柄は、

① マニー：手術用縫合針等で高シェアを持つ医療機器

銘柄。引き続き眼科・歯科向け製品の販売が拡大し

利益成長が続きました。 

② ティーケーピー：貸会議室銘柄。高グレード会議室

を中心とする出店戦略が業績に寄与し、引き続き売

上高の増加に繋がりました。 

一方でマイナスに寄与した銘柄は、 

① 市光工業：仏ヴァレオ傘下で自動車照明やドアミラー

 

製造大手。日産の経営権問題や米中貿易戦争の激化による減益等が嫌気されました。 

② パイロットコーポレーション：国内インク吸引式万年筆で首位。｢フリクション｣シリーズ等が堅調に推移しつつ

も、主要海外市場である欧州の通貨安が企業利益に与える影響が嫌気されました。   

△ 3.0

△ 7.2
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分配金について 

期末の基準価額の水準を勘案し、当期末に収益分配は行いませんでした。なお、収益分配に充てなかった利益は信託

財産に留保し、留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 
分配原資の内訳 (単位:円･％、１万口当たり･税引前) 

項     目 
第20期 

(2018年９月11日～2019年９月10日) 
当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 1,979 
 
(注１) ｢当期の収益｣は｢経費控除後の配当等収益｣および｢経費控除後・繰越欠損補填後の売買益(含､評価益)｣から分配に充当した金額です｡また、

｢当期の収益以外｣は｢収益調整金｣および｢分配準備積立金｣から分配に充当した金額です。 
(注２) 円未満は切捨てており、｢当期の収益｣と｢当期の収益以外｣の合計が｢当期分配金｣(税引前)に合致しない場合があります。 
(注３) 当期分配金の｢対基準価額比率｣は当期分配金(税引前)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

 

● 今後の運用方針について 
 

今後も引き続き、日本の小型株を主要投資対象として、実際に企業を訪問し、徹底した調査・分析に基づき、

企業の成長性に着目し且つ株価水準が割安と判断される個別銘柄を選別するボトムアップ・アプローチによるア

クティブ運用を行ってまいります。 

米中貿易摩擦への警戒感が根強く、国内要因として株価は堅調ですが消費増税を控え、マクロ経済の影響を受

けにくく、成長持続が可能なビジネスモデルを持つ企業の発掘と投資に注力します。引き続き、質の高い銘柄を

選択することがとても重要であると考えます。 

 

● お知らせ 
 
◇ファンド名称の変更のお知らせ 

当ファンドにつきまして、投資信託約款の変更を行いファンドの名称を変更させていただきましたので、お知

らせ申し上げます。 

 

変 更 対 象 フ ァ ン ド 
変更日 

変 更 前 変 更 後 

アバディーン日本小型株ファンド アバディーン・スタンダード日本小型株ファンド 2018年12月８日

 
なお、今般のファンド名称変更は、アバディーン・スタンダード・インベストメンツ・グループのブランディ

ングの統一を図るために行われるものであり、当ファンドの運用方針や運用体制等につきましては変更ございま

せん。 

本お知らせに関しまして、受益者の皆様のお手続きは不要です。   



 

－ 7 － 

Filename： 【交付】w10_日本小型株_1909 

LastSave:9/25/2019 1:50:00 PM LastPrint：9/25/2019 1:50:00 PM 

● 当ファンドの概要 
 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

① 銘柄の選定にあたっては、企業の成長性に着目し、かつ株価水準が割安と判断される銘

柄を中心に行い、信託財産の中長期的な成長をめざした運用を基本とします。 

② 株式等の組入比率については原則としてフル・インベストメントで積極的な運用を基本

とします。 

③ 実際に企業を訪問し、徹底した調査・分析に基づき個別銘柄を選別する｢ボトム・アップ・

アプローチ｣による運用を基本とします。 

④ 株式以外の資産への投資は、原則として信託財産総額の50％以下とします。ただし、市

況動向に急激な変化が生じたとき、ならびに残存元本が運用に支障をきたす水準となっ

たとき等やむをえない事情が発生した場合には上記のような運用ができない場合があり

ます。 

主 要 投 資 対 象 わが国の小型株を主要投資対象とします。 

当 フ ァ ン ド の 

運 用 方 法 

① 株式への投資には、制限を設けません。 

② 外貨建資産への投資は、信託財産の純資産総額の30％以下とします。 

分 配 方 針 

年１回の決算時(原則として、毎年９月10日)に、原則として、以下の方針に基づき分配を行

います。委託会社が基準価額の水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、分配金額を決

定します。ただし、基準価額の水準等によっては分配を行わない場合もあります。また、将

来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。 
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● 参考情報 
 
当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較 

 

＊ 2014年９月～2019年８月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大・最小・平均を、当ファンド及
び代表的な資産クラスについて表示し、当ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成し
たものです。全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。当ファンドの騰落率は、税引前の分
配金を再投資したとみなす分配金再投資基準価額により計算され、実際の基準価額に基づく騰落率とは異なる
場合があります。騰落率は直近月末から60ヵ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。 

 

＊各資産クラスの指数 

日本株・・・・東証株価指数(ＴＯＰＩＸ)(配当込み) 

先進国株・・・ＭＳＣＩコクサイ・インデックス(配当込み、円換算ベース) 

新興国株・・・ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス(配当込み、円換算ベース) 

日本国債・・・ＦＴＳＥ日本国債インデックス 

先進国債・・・ＦＴＳＥ世界国債インデックス(除く日本・円ベース) 

新興国債・・・ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド(円ベース) 

注：海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。 
 
｢代表的な資産クラスとの騰落率の比較｣に用いた指数について 

■ ｢東証株価指数(ＴＯＰＩＸ)｣に関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東京証券取引所はＴＯＰＩＸの

算出もしくは公表方法の変更、｢ＴＯＰＩＸ｣の算出もしくは公表の停止または｢ＴＯＰＩＸ｣の商標の変更もしくは使用の停止を行う

権利を有しています。 

■ ｢ＭＳＣＩコクサイ・インデックス｣および｢ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス｣は、MSCI Inc.が開発した指数です。

同指数に対する著作権、知的所有権、その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。またMSCI Inc.は同指数の内容を変更する

権利および公表を停止する権利を有しています。 

■ ｢ＦＴＳＥ日本国債インデックス｣および｢ＦＴＳＥ世界国債インデックス(除く日本・円ベース)｣は、FTSE Fixed Income LLCによ

り運営され、世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。同指数はFTSE Fixed 

Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有しています。 

■ ｢ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド(円ベース)｣とは、J.P.Morgan Securities Inc.が算出し公表している

指数です。当指数の著作権は、J.P.Morgan Securities Inc.に帰属します。 
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● ファンドのデータ 
 

当ファンドの組入資産の内容 
 
組入上位10銘柄 (組入銘柄数：49銘柄)

銘柄名 業種名 組入比率 

１ ピジョン その他製品 4.1％

２ エレコム 電気機器 3.8％

３ アマダホールディングス 機械 3.8％

４ ウエルシアホールディングス 小売業 3.6％

５ ティーケーピー 不動産業 3.6％

６ 沖縄セルラー電話 情報・通信業 3.6％

７ アズワン 卸売業 3.5％

８ ナブテスコ 機械 3.5％

９ サカイ引越センター 陸運業 3.4％

10 朝日インテック 精密機器 3.4％

 

種別配分等 

資産別配分  国別配分 通貨別配分 

 

 

(注１) 組入上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分の各データは当ファンドの直近の決算日である2019年９月10日現在のものです。 
(注２) 組入上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分の各比率は純資産総額に対する評価額の割合です。 
※組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書(全体版)でご覧いただけます。 

 

純資産等 

項    目 
第20期末 

(2019年９月10日) 

純資産総額 3,748,281,096円

受益権総口数 3,672,139,851口

１万口当たり基準価額 10,207円

(注) 当期における追加設定元本額は52,779,755円、同解約元本額は427,741,689円です。  
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